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ヨコハマプロジェクトは、ダウン症のある人を知るイベント開催をきっかけに発足した、「多様性」をコンセプトに

活動する団体です。私たちは、障がいのある人もない人も、互いを認め合い、ともに力を発揮できる社会づくり

そして、逆境を成長につなげられるレジリエントな社会づくりへの貢献をめざし、横浜を拠点に活動しています。

障がいの垣根を超え、相手とつながることを目的とした事業

ダウン症のある方の子育てや関わりを
情報面からサポートする事業

ダウン症における国内外の良好事例を
学ぶ活動を行う事業

「障がいのある人も、ない人も同じ

体験を通してお互いを知る」をコン

セプトに年に一度開催されるウォー

クイベントです。

各種ワークショップやダンス、音楽

シャボン玉。子どもから大人まで楽

しめます。

開催にあたり、ケネディ
米国大使（当時）より
スペシャルメッセージが
寄せられるほど画期的な
講演会となりました。

医師であり、きょうだい児という立場
でもあるスコトコ先生。講演会には、
幅広い層の方々が訪れました。

神奈川歯科大学全身管理歯科学講座障害者歯科
学分野さんと「ダウン症候群の口腔から全身の
健康を考えるプロジェクト」を開催しています。

WEB 版のみWEB 版のみWEB 版のみWEB 版のみ

2024
8/25
開催予定

コンパクトな

A 5 サイズ

ダウン症のあるくらし
ダウン症のある赤ちゃんを妊娠中の方や、ダウン症のあるお子さまの

子育ての中で「見てみたい」「知りたい」と思った時、手に取っていた

だけることを目指し作られた冊子です。医療関係者が知っておくべき

こと、情報提供の場で伝えるべきことを確認するためにも、有効な

冊子です。

おうちくらしのーと
2019 年末、コロナ禍緊急事態宣言後、急激に変化した日本社会。

コミュニケーションに配慮が必要のある方とご家族を応援する

コンテンツを製作しました。

2016
開催

2020
開催

随時
開催

２０２０年５月、緊急事態の最中

「おうちのくらしのーと」の取り

組みを取材していただき、関東

甲信越のコーナーで放送されま

した。

おはよう日本で紹介されました

2020年

5月つながる
着て

つながる
歩いて

つながる
心が

そして

団体
概要

about

ヨコハマプロジェクトは”3つの事業”を中核に活動を行っています。

学び合い事業

ふれあい・交流事業

情報伝達事業

SENCE
ふれあう

COMMUNICATE THINK & INNOVATE
伝える 学び合う

1 The first The Second The Third2 3



イベントのコンセプト

ツナガリウォークinヨコハマ2024

2024年4月28日（日） 11:30〜16:00

山下公園 （集合場所：おまつり広場）
〒231-0023 神奈川県横浜市中区山下町279

障がいのある人もない人も、お互いがその違いを認め合い、共に歩み、共に創るイベント。

無 料

一般社団法人 ヨコハマプロジェクト

神奈川県

株式会社 デル・テクノロジーズ/株式会社 Fast  F i tness  Japan(エニタイムフィットネス本部）
認定NPO法人アークシップ/ウェインズトヨタ神奈川株式会社/イベンタス株式会社/株式会社 オグラ
えがこう！/株式会社 メディック/株式会社 GRIT/株式会社 内山ペイントホーム/小島会計事務所
株式会社 キクシマ/富士ライフ/株式会社 大和/そったく/LLCマトリクスK（順不同）

神奈川県教育委員会/社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会/横浜市教育委員会/横浜市健康福祉局
社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会/川崎市教育委員会/相模原市教育委員会/公益財団法人 日本ダウン症協会
（順不同）

ツナガリウォーク in ヨコハマは、ダウン症のある人との出会いをきっかけに

始まった、みんなで一緒に歩くイベントです。

今年のツナガリウォークのコンセプトは昨年同様「自然体でつながろう！」

動くことが好きな子、のんびりくつろぎたい子、お友達と交流したい子。

それぞれが心地よいと感じられるようなイベントを目指し開催しました。

イ ベ ン ト 名

開 催 日 時

開 催 場 所

概 要

参 加 費

主 催

共 催

協 賛

後 援

項目 内容

山下公園

ツナガリウォーク2024 開催概要 2024 キービジュアル

つながるフォト

リースは「円(えん)」、リースは「花」、リースは「Welcome」

春の花々が咲きほこる山下公園を、ツナガリながらまぁるく歩く。

お久しぶりの方も、初めましての方も ようこそ！ツナガリウォークへ。

2019年振り　TW名物「つながるフォト」
参加者全員で大きな輪を作って、360度のパノラマ記念撮影をしました。
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2023

11月

2024

1 月

2024

2 月

2024

2 月

2024

2 月

2024

3 月

2024

3 月

2024

3 月

2024

4 月

2024

3 月

2024

4 月

2024

6月

事前準備

参加団体・ボランティア向け
直前ミーティング

第1回 4/13 第2回 4/15

YPJお楽しみ企画検討

打ち上げ

イベント詳細準備
(タイムテーブル、会場レイアウト等)

つながるグッズ販売開始

つながるグッズ企画・製作

参加申し込み手続き
ボランティア募集開始

キックオフMTG
第1回 2/16 第2回 2/19

ツナガリウォーク特設サイト
案内チラシ発行

企画運営委員会発足
実施体制、イベントコンセプト

準備スケジュール検討

ツナガリウォーク2024
開催当日

ツナガリウォークを楽しむ

ためのグッズを企画して

福祉施設に依頼・発注

作業を行いました！

YPJ特設ブースの設営と

ウォーク前のお楽しみ

企画を担当し、会場を

盛り上げました。

来年もお楽しみに♪

今年のコンセプト

「自然体でつながろう」
をイメージして、チラシや

看板・当日パンフレット等を

デザイン・製作とYPJ特設

ブースの設営をしました。

イベント当日、会場の様子を

カメラに収めました。

５年ぶり、TWウォーク名物

「つながるフォト」にも

チャレンジして大成功！

YPJブースの企画・運営を

行いました。

今年のツナガリウォークの

キービジュアルをイメージ

したリースを製作しました。

ステージのタイムテーブルの調整に

始まって、当日のリハーサルから

本番まで。出演者さまと密にコミュ

ニケーションをとりながら、カラフル

なステージを取り仕切りました！

ツナガリウォークは、開催の約半年前のキックオフミーティング
から始まります。その後、出店者様、ボランティアの皆様とイベ
ントへの思いを共有しながら当日を迎えます。

ツナガリウォーク!

出店団体さんの紹介や

あらゆるイベント情報

当日の様子など。

日々の活動をSNSを

通じて配信しました！

Road to 

申請業務から、出店者様

とのコミュニケーション

説明会の司会etc…

ツナガリウォークを総合

的に取りまとめました！

4年ぶりに開催した当日イベント

開催後の出場団体・出店団体さん

との打ち上げ会を企画・会場選び

全般を担当しました。

後援団体さんへの申請や

出店・出演団体さんへの

準備書類など様々な事務

補助と当日の募金のお礼

チャームをハンドメイド

しました！

報告会

当日までのスケジュール

ツナガリウォーク企画運営委員会

委員長 ： 近藤

撮影・救護・設営・アクティビティ・ワークショップ
補助・ウォーク応援・警備

舞台準備・音響・グッズ制作・特設サイト
建て看板

ウォーク・お楽しみ企画 ： 越場・深澤

ステージ ： 曽田

発注 ： 沖野

広報 ： 福田

デザイン ： 八巻

撮影 ： 長谷山

協賛 ： 長谷山・越場

YPJブース ： 越場・幸坂・八巻

会計 ： 近藤

事務 ： 坂上

事務局 ： 片野

本部

ボランティア

共催主催

協力

一般社団法人 ヨコハマプロジェクト 神奈川県

※出店者、ボランティア参加者を含む
参 加 者 数 約 5 0 0 0 人

※参加者アンケートにて
「大変満足した」「満足した」の回答率

参加者満足度 96％

出 店 者 数 3 8 団 体

ボランティア協力者数 約200人

協 賛 団 体 数 1 5 社

開催までの流れ 実施体制

開催結果

企画運営委員会 始動企画運営委員会 始動

特設サイトを開設特設サイトを開設

つながるグッズ製作・販売つながるグッズ製作・販売

開催直前説明会を開催開催直前説明会を開催

第1回説明会を開催第1回説明会を開催

案内チラシ案内チラシ

当日パンフレット当日パンフレット

SNSで随時配信SNSで随時配信

沖野

八巻
幸坂

曽田

深澤 坂上

片野

長谷山

近藤

福田

越場



大切にしているツナガリの形 当日の様子

踊ること
で つながる

着ること
で つながる

遊ぶこと
で つながる

伝えること
で つながる

で つながる

歩くこと

で つながる

働くこと

で つながる

作ること

で つながる

応援で

ツナガリウォークは、ボランティアさんの
「働く手」がなければ成り立ちません。
　一緒にイベントを作り上げることで
　  心も体もツナガリます。

ツナガリウォークには、多種の
専門窓口があります。口腔ケアや

メガネのメンテナンスや足裏形状等。
どなたでも気軽に相談する事ができます。

「受け伝えること」「学ぶこと」でツナガル。

ツナガリウォークは、賛同してくれる人の

  寄付金や協賛金に支えられています。

   お一人お一人の想いを形にしながら

    ツナガリウォークは続いていきます。  

メインイベント、ツナガリウォーク。

障がいのある人もない人も、子どもも

大人も、自分の歩幅で。自分のペースで。

「同じ場所に集い、歩くこと」でツナガル。

障がいのある人、ない人。ステージに

  上がっている人、それを見ている人。

   そ
こにいるみんなの笑顔が自然に

     ツ
ナガル。ダンスってすごい！

自由にお絵描きしたい。ぬり絵も

いいな。楽器作って鳴らしてみたり

キレイなお花のリースも作ってみたい。

「作ること」「生みだすこと」でツナガル。

シャボン玉やボッチャ。
絵本の世界にも行けちゃう。
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「着る人」と「作った人」が

ツナガル。

福祉施設の皆さんが
1枚1枚丁寧に作った

Tシャツです。



MC　MIKI

KICK OUT by Momo

Kisato Nishimura

N.U.

はっぱオールスターズ

Morning Diamonds

VAMOS CHEER

Dance＠しんよこ T.W.Cheerleaders

Platinum Cheerleaders

Happy Colors

FUNSTAR & 

FUNBURGERSCARE CROW アロハグレイス

歩いて
ツナガル

ステージでツナガル



相談してツナガル

体験してツナガル スポーツでツナガル

作ってツナガル

食べてツナガル

えがこう！

こどもメガネアンファン神奈川県

理学療法士会発達支援部

YPJバブルブラザーズ
横浜障害児を守る連絡協議会

LOVE PHOTO

一般社団法人 アニマルセラピーこころサポート協会NPO法人 Umiのいえ

YPJ特設ブース

一般社団法人 IKKA

神奈川歯科大学
児童発達支援 にじいろ

絵本作家ひらぎみつえ

大窪いく子 公益財団法人

日本ダウン症協会

トヨタハートフルプラザ横浜

神奈川県共生推進本部室 エニタイムフィットネス

カオ・ブリュームヒェン

社会福祉法人 進和学園 アンテナbeマルシェ

スネイリーズ
パランのお店

大野均さんと

だえん球であそぼうの会

クスクスグランピング真鶴

NPO法人ドリームエナジープロジェクト

キッチンカー



着てツナガル

Photo : Love photo 後藤京子 

協力してツナガル

つながるTシャツ
「つながるTシャツ」は着ることで

着る人とつくる人がつながり、また

作る人の自立支援になることをイメ

ージして生まれたTシャツです。

初回2015年からつながるTシャツに

よって「着る人」と「つくる人」が

つながってきました。

ガーディアンエンジェルスさん ホッシーPOKO＆LEAVESさん 元ラグビー日本代表の

大野均さん

YPJバブルブラザーズ
吉川彰浩さん

企業ボランティア、個人ボランティア、本人ボランティアで参加してくれた皆さん



協賛してツナガル

Special thanks!!

この度は「ツナガリウォーク2024」開催にあたり、ご支援・ご協力いた
だきまして、ありがとうございました。

今年のテーマは「自然体でつながろう！」

当日は天候にも恵まれ、約5000人の方にご来場いただき、楽しく穏やか
な時間を過ごすことができました。

過去最多数のステージの出演者様、物販やワークショップの出展者様と
共に大盛況のうちに終えることができました。

2015年の初開催から早9年。

未曾有の災禍を越え、「ツナガリウォーク」は来年10周年を迎えます。

記念すべき年の「ツナガリウォーク」を、より一層の熱意をもって盛り
上げていこうと、スタッフ一同張り切っております。

今後とも末永くご支援くださいますようお願い申し上げます。

ヨコハマプロジェクト実行委員一同


